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2 

 
本 空 港 内 に は 様 々 な 空 港 関 係 事 業 者 が お り 、 約 3 5 0 ⼈ が 従 事 し て い る 。 空 港 関 係 事

業 者 の 空 港 通 勤 ア ク セ ス の 年 間 延 べ 回 数 に つ い て は 、 軌 道 系 3 . 5 万 回 、 ⾃ 家 ⽤ ⾞ 9 . 2 万
回 、 バ イ ク 1 . 0 3 万 回 、 徒 歩 ・ ⾃ 転 ⾞ 3 . 2 万 回 と な っ て い る 2 。  

 

1.3  空港施設等の状況 
本 空 港 は 以 下 に ⽰ す と お り 、 6 9 . 7h a の 敷 地 に 1 , 4 9 0 m × 4 5 m 、 1 , 2 0 0 m × 3 0 m の 滑

⾛ 路 を は じ め と す る 様 々 な 施 設 を 有 し て い る 。 ⼩ 型 ⾶ ⾏ 機 や ヘ リ コ プ タ ー を 活 ⽤ す る 事
業 者 の 建 屋 が 多 く ⽴ 地 し て い る 。  

 
表 1 . 3  主 な 空 港 施 設 の 概 要  

空 港 敷 地 ⾯ 積  6 9 . 7 h a  
滑 ⾛ 路  A 滑 ⾛ 路  1 , 4 9 0 m × 4 5 m  

B 滑 ⾛ 路  1 , 2 0 0 m × 3 0 m  
誘 導 路  平 ⾏ 誘 導 路 2 本  

取 付 誘 導 路 ７ 本  
エ プ ロ ン  4 9 , 2 4 0 m 2 （ ⼩ 型 機 対 応 9 7 ス ポ ッ ト ）  
旅 客 取 扱 施 設  ―  
貨 物 取 扱 施 設  ―  
そ の 他 施 設  道 路 ・ 駐 ⾞ 場 、 航 空 保 安 無 線 施 設 、 航 空 灯 ⽕ 、 庁

舎 、 管 制 塔 、 電 源 局 舎 、 消 ⽕ 救 難 施 設 、 給 油 施 設 、
作 業 ⾞ 両 の ⾞ 庫 、 航 空 機 格 納 庫 、 事 務 所 棟  

※ 「 ⼋ 尾 空 港 の 概 要 」 （ ⼤ 阪 航 空 局 ⼋ 尾 空 港 事 務 所 ） 、 ⼟ ⽊ 施 設 台 帳 に 基 づ き 整 理  

 
出 典 ： 「 ⼋ 尾 空 港 の 概 要 」 （ ⼤ 阪 航 空 局 ⼋ 尾 空 港 事 務 所 ）  

図 1 . 3  空 港 の 施 設 配 置   

                                          
2  協 議 会 ア ン ケ ー ト の 通 勤 ア ク セ ス ⼿ 段 構 成 に 基 づ く 推 計  
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1.4  関連する地域計画での位置付け 
⼤ 阪 府 が 策 定 し た 将 来 ビ ジ ョ ン ・ ⼤ 阪 （ 平 成 2 0 年 3 ⽉ ） に お い て 、 本 空 港 は 特 に 位

置 づ け さ れ て い な い が 、 本 空 港 近 傍 に は 、 ⼤ 阪 府 が 整 備 し た 「 中 部 広 域 防 災 拠 点 」 が 設
置 さ れ て お り 、 同 施 設 は 災 害 時 に は 災 害 救 援 物 資 の 備 蓄 や 災 害 救 援 活 動 、 救 援 物 資 の 搬
⼊ 搬 出 な ど の ⽬ 的 で 使 ⽤ さ れ る ほ か 、 災 害 時 以 外 は レ ク リ エ ー シ ョ ン や 憩 い の 場 と し て
地 域 市 ⺠ に 開 放 さ れ て い る 。  

地 域 の 防 災 等 の 観 点 で は 、 ⼤ 阪 府 の 「 ⼤ 阪 府 地 域 防 災 計 画 （ 基 本 対 策 編 ） （ 令 和 ４ 年
１ ２ ⽉ 修 正 ） 」 に お い て 、 航 空 輸 送 は 、 地 域 の 災 害 応 急 対 策 の 観 点 で 、 陸 上 輸 送 を 補 完
し つ つ 緊 急 輸 送 活 動 を ⾏ う も の と 位 置 付 け ら れ 、 災 害 時 に は 輸 送 基 地 や 輸 送 ⼿ 段 の 確 保
を ⾏ う も の と さ れ て い る 。 ま た 、 ⼋ 尾 市 が 策 定 す る ⼋ 尾 市 地 域 防 災 計 画 （ 令 和 4 年 ）
に お い て 、 本 空 港 は 「 ⼤ 規 模 災 害 時 に お け る 広 域 的 な 緊 急 物 資 の 航 空 輸 送 拠 点 」 と 位 置
付 け ら れ て い る 。  

気 候 変 動 対 策 等 の 環 境 の 観 点 で は 、 ⼤ 阪 府 の 「 ⼤ 阪 府 地 球 温 暖 化 対 策 実 ⾏ 計 画 （ 区 域
施 策 編 ） （ 2 0 2 1 年 3 ⽉ ） 」 で は 、 2 0 3 0 年 の 府 域 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 2 0 1 3 年 度
⽐ で 4 0 ％ 削 減 す る と い う ⽬ 標 が 掲 げ ら れ 、 さ ら に 2 0 5 0 年 度 に は C O 2 排 出 実 質 ゼ ロ
を ⽬ 指 す と さ れ て い る 。 ⼋ 尾 市 で は 、 「 第 3 次 ⼋ 尾 市 地 球 温 暖 化 対 策 実 ⾏ 計 画 （ 区 域
施 策 編 ） （ 令 和 5 年 ３ ⽉ ） 」 に お い て 、 市 域 から の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 2 0 3 0 年 度
ま で に 2 0 1 3 年 度 ⽐ で 5 0 ％ 削 減 し 、 2 0 5 0 年 度 ま で に 実 質 ゼ ロ を ⽬ 指 す こ と と し て い
る 。  
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2.4  空港脱炭素化を推進する区域 
本 空 港 の 航 空 写 真 に 、 2 0 3 0 年 度 及 び 2 0 5 0 年 度 に お け る ⽬ 標 を 達 成 す る た め の 取 組

を 推 進 す る 区 域 を ⽰ す 。  
 

 
図 2 . 4 . 1  2 0 3 0 年 度 に お け る ⽬ 標 を 達 成 す る た め の 取 組 を 推 進 す る 区 域  

 
 

 
図 2 . 4 . 2  2 0 5 0 年 度 に お け る ⽬ 標 を 達 成 す る た め の 取 組 を 推 進 す る 区 域  

※ 航 空 灯 ⽕ L E D 化 、 空 港 建 築 施 設 省 エ ネ 化 は 2 0 3 0 年 度 ま で に ⼀ 連 の 施 策 を 実 施 す る こ と を ⽬ 標 と す る  
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3.1  空港施設に係る取組 

（1）空港建築施設の省エネ化 
（ 現 状 ）  

本 空 港 に お い て は 、 管 制 塔 ・ 庁 舎 、 無 線 局 舎 、 消 防 庁 舎 等 の 国 が 所 有 す る 施 設 並 び に
格 納 庫 、 給 油 施 設 等 の 事 業 者 が 所 有 す る 施 設 が あ る 。  

2 0 1 3 年 度 及 び 現 状 （ 2 0 1 9 年 度 ） に お け る 空 港 建 築 施 設 か ら の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量
は 、 そ れ ぞ れ 4 7 4 . 8 ト ン / 年 及 び 5 2 0 . 7 ト ン / 年 で あ る 。 ま た 現 状 （ 2 0 1 9 年 度 ） の 温
室 効 果 ガ ス の 排 出 量 は 、 2 0 1 3 年 度 の 排 出 量 に 対 し て 約 1 0 ％ の 増 加 と な っ て い る 。
2 0 1 9 年 の 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 は 、 各 施 設 の エ ネ ル ギ ー 使 ⽤ 量 が 約 ５ 割 増 加 し て い る
も の の 、 エ ネ ル ギ ー 使 ⽤ の ⼤ 半 を 占 め る 電 ⼒ （ 関 ⻄ 電 ⼒ ） の 温 室 効 果 ガ ス の 原 単 位 が
2 0 1 3 年 度 の 0 . 4 7 5 ( k g - C O 2 / k W h ) か ら 2 0 1 9 年 度 は 0 . 3 3 4 ( k g - C O 2 / k W h ) に 減 少 し
て い る こ と に よ り 、 エ ネ ル ギ ー 使 ⽤ 量 の 増 加 率 に ⽐ 較 し て 温 室 効 果 ガ ス の 増 加 率 は 抑 制
さ れ る こ と と な っ た 。 な お 、 2 0 3 0 年 度 ま で に ⼤ 阪 市 消 防 局 航 空 隊 、 ⼤ 阪 航 空 、 第 ⼀ 航
空 の 格 納 庫 が 増 築 さ れ 、 空 港 建 築 施 設 の ⾯ 積 が 2 0 1 3 年 度 に 対 し て 2 0 3 0 年 度 ま で に 約
2 割 （ 約 4 , 6 0 0 ㎡ ） 増 加 す る こ と に 伴 い 、 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 の 増 加 が ⾒ 込 ま れ る 。  

 
（ 2 0 3 0 年 度 ま で の 取 組 ）  

格 納 庫 施 設 や 公 共 施 設 、 燃 料 施 設 は 、 照 明 の L E D 化 や パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン の 効 率 化
な ど を 進 め る 。  

国 は 、 2 0 3 0 年 度 ま で に 管 制 塔 ・ 庁 舎 、 無 線 施 設 、 消 防 庁 舎 等 に お い て 、 L E D 照 明 へ
の 切 り 替 え を ⾏ う と と も に 、 窓 ガ ラ ス の L o w - E 化 や パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン の 効 率 化 な ど
を 図 る 。 各 施 設 の 省 エ ネ の 施 策 （ 案 ） に つ い て は 表 3 . 1 . 1 に 具 体 を ⽰ す 。  

こ れ に よ り 、 空 港 建 築 施 設 に お い て 2 0 3 0 年 度ま で に 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 は 、 図 3 . 1
に ⽰ す よ う に 施 設 ⾯ 積 の 増 加 に 伴 い 、省 エ ネ 施 策 な し の 場 合 4 9 9 . 2 ト ン / 年 に 増 加 す る
が 、 省 エ ネ 施 策 あ り の 場 合 3 0 6 . 6 ト ン / 年 と なり 1 9 2 . 6 ト ン / 年 を 削 減 す る 。 し か し 、
表 ３ に ⽰ す よ う に 2 0 1 3 年 度 ⽐ で は 1 6 8 . 2 ト ン / 年 （ 約 3 5 ％ ） の 削 減 と な り 、 ⽬ 標 と
す る 4 6 ％ の 削 減 に 達 し な い た め 、 太 陽 光 発 電 な ど に よ り ⽬ 標 の 達 成 を ⽬ 指 す 。  

省 エ ネ の 施 策 の 取 り 組 み ⼿ 順 は 、 窓 の ⽇ 射 遮 蔽 や 照 明 の L E D 化 の 施 策 を 優 先 し て 取
り 組 み 、 空 調 負 荷 の 低 減 を 図 っ た 後 に 空 調 設 備 関 連 の 更 新 化 を 図 る こ と と す る 。  

 
（ 2 0 5 0 年 度 ま で の 取 組 ）  

本 空 港 の 協 議 会 は 、 再 エ ネ の 取 り 組 み や 今 後 の 空 港 需 要 の 増 加 、 並 び に 電 ⼒ の 温 室 効
果 ガ ス の 原 単 位 の 変 化 な ど を 注 視 し な が ら 、 2 0 3 0 年 度 ま で に ⾏ う 施 策 や 施 ⼯ 時 期 の ⾒
直 し を ⾏ う と と も に 2 0 5 0 年 ま で の 取り 組 み に つ い て も 検 討 を ⾏ っ て い く 。  
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航 空 機  
格 納 庫  

⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

朝 ⽇ 航 洋 （ 株 ）  2 0 3 0 年 度  
1 . 7 ト ン  

 

照 明 L E D 化  
( 現 状 1 0 0 ％ )  

実 施 済  
 

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  1 . 9 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  

2 0 3 0 年 度  
0 . 7 ト ン  

 

航 空 機  
格 納 庫  

⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

ア ジ ア 航 測
（ 株 ）  

2 0 3 0 年 度  
2 . 2 ト ン  

 

照 明 L E D 化 ( 現 状 7 0 ％ )  
( 2 0 3 0 年 度 1 0 0 ％ )  

2 0 3 0 年 度  
1 3 . 3 ト ン  

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  2 . 6 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  

2 0 3 0 年 度  
0 . 5 ト ン  

 

航 空 機  
格 納 庫  

⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

⼤ 阪 航 空 （ 株 ）  2 0 3 0 年 度  
2 . 2 ト ン  

 

照 明 L E D 化 ( 現 状 0 ％ )  
( 2 0 3 0 年 度 1 0 0 ％ )  

2 0 3 0 年 度  
4 4 . 3 ト ン  

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  2 . 6 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  

2 0 3 0 年 度  
0 . 8 ト ン  

 

航 空 機  
格 納 庫  

⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

共 ⽴ 航 空 撮 影
（ 株 ）  

2 0 3 0 年 度  
1 . 0 ト ン  

 

照 明 L E D 化 ( 現 状 0 ％ )  
( 2 0 3 0 年 度 1 0 0 ％ )  

2 0 3 0 年 度  
1 1 . 5 ト ン  

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  1 . 1 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  

2 0 3 0 年 度  
0 . 1 ト ン  

 

航 空 機  
格 納 庫  

⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

第 ⼀ 航 空 （ 株 ）  2 0 3 0 年 度  
2 . 3 ト ン  

 

照 明 L E D 化 ( 現 状 0 ％ )  
( 2 0 3 0 年 度 1 0 0 ％ )  

2 0 3 0 年 度  
4 . 6 ト ン  

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  2 . 6 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  

2 0 3 0 年 度  
0 . 0 4 ト ン  

 

航 空 機  
格 納 庫  

⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

東 邦 航 空 （ 株 ）  2 0 3 0 年 度  
0 . 4 ト ン  

 

照 明 L E D 化  
( 現 状 1 0 0 ％ )  

実 施 済  
 

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  0 . 4 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  

2 0 3 0 年 度  
0 . 1 ト ン  
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航 空 機  
格 納 庫  

⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

中 ⽇ 本 航 空
（ 株 ）  

2 0 3 0 年 度  
0 . 6 ト ン  

 

照 明 L E D 化 ( 現 状 0 ％ )  
( 2 0 3 0 年 度 1 0 0 ％ )  

2 0 3 0 年 度  
1 1 . 1 ト ン  

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  0 . 6 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  

2 0 3 0 年 度  
0 . 2 ト ン  

 

航 空 機  
格 納 庫  

⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

関 ⻄ ア ビ エ ー シ
ョ ン （ 株 ）  

2 0 3 0 年 度  
1 . 4 ト ン  

 

照 明 L E D 化  
( 2 0 3 0 年 度 1 0 0 ％ )  

2 0 3 0 年 度  
1 9 . 2 ト ン  

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  1 . 5 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  
 

2 0 3 0 年 度  
0 . 2 ト ン  

 

航 空 機 燃 料
施 設  

⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

マ イ ナ ミ 空 港 サ
ー ビ ス ( 株 )  

2 0 3 0 年 度  
0 . 3 ト ン  

 

照 明 L E D 化 ( 現 状 0 ％ )  
( 2 0 3 0 年 度 1 0 0 ％ )  

2 0 3 0 年 度  
1 . 3 ト ン  

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  0 . 1 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  

2 0 3 0 年 度  
0 . 0 1 ト ン  

 

事 務 所  遮 熱 フ ィ ル ム  ( 有 ) ユ ニ オ ン 電
業  

2 0 3 0 年 度  0 . 0 2 ト ン   
⾼ 効 率 熱 源  
( パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン )  

2 0 3 0 年 度  
0 . 3 ト ン  

 

照 明 L E D 化 ( 現 状 0 ％ )  
( 2 0 3 0 年 度 1 0 0 ％ )  

2 0 3 0 年 度  
2 . 1 ト ン  

 

照 度 設 定 緩 和  2 0 3 0 年 度  0 . 1 ト ン   
空 調 換 気 設 備 の 運 転 時 間
⾒ 直 し  

2 0 3 0 年 度  
0 . 0 4 ト ン  

 

※ 2 0 1 9 年 度 （ 現 状 ） の エ ネ ル ギ ー 使 ⽤ 量 か ら の 省 エ ネ 化 の 取 組 に よ る 温 室 効 果 ガ ス 削 減 量 を ⽰ す  
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（ 2 0 3 0 年 度 ま で の 取 組 ）  
①  取 り 組 み ⽅ 針  

国 が 所 有 す る 空 港 ⾞ 両 に つ い て は 、 政 府 の 公 ⽤ ⾞ と 同 様 、 代 替 可 能 な 電 動 ⾞ ※ が な
い 場 合 等 を 除 き 、 新 規 導 ⼊ ・ 更 新 時 に つ い て は 2 0 3 0 年 度 ま で に 全 て 電 動 ⾞ と す る ⽅
針 で あ る 。  

本 空 港 で は 、 こ の ⽅ 針 に 準 じ て 、 そ の 他 航 空 会 社 を は じ め 空 港 関 係 事 業 者 等 が 保 有
す る ⾞ 両 に つ い て も 、 2 0 3 0 年 度 ま で に 集 中 的 に 電 動 ⾞ の 導 ⼊ を 促 進 す る こ と と す る 。  

    ※ 電 気 ⾃ 動 ⾞ （ E V ） 、 燃 料 電 池 ⾃ 動 ⾞ （ F C V ） 、 プ ラ グ イ ン ハ イ ブ リ ッ ド ⾃ 動 ⾞ 、 ハ イ ブ リ ッ ド
⾃ 動 ⾞  

 
②  ⾞ 両 導 ⼊ ・ 施 設 整 備 の 基 本 的 な 考 え ⽅  
１ ） E V・ FC V 導 ⼊  

空 港 ⾞ 両 の E V ・ F C V 化 は 、 空 港 運 ⽤ に 影 響 を 及 ぼ す こ と な く 効 率 的 に 導 ⼊ す る 必 要
が あ る 。 今 後 、 新 規 購 ⼊ や 更 新 時 期 を 迎 え る 空 港 ⾞ 両 に つ い て は 、 原 則 、 E V ・ F CV へ
の 転 換 を 検 討 す る こ と と す る 。  

そ の 際 、 E V ・ F C V の 運 ⽤ に 対 す る 作 業 効 率 や 安 全 性 等 に つ い て は 、 ま だ ⼗ 分 に 把 握
で き て い な い こ と か ら 、 先 ⾏ し て 実 証 実 験 を ⾏ っ て い る 他 空 港 の 取 り 組 み を 参 考 に す
る と と も に 、 ⾃ ら 実 証 実 験 を 実 施 す る こ と も 含 め 、 関 係 者 間 で 協 議 し 今 後 の ⽅ 針 を 検
討 す る 。  

な お 、 本 空 港 で は 、 E V 化 と F C V 化 の う ち 、 当 ⾯ は F CV と ⽐ 較 し て 選 択 肢 の 多 い
E V 化 に つ い て 検 討 す る こ と と す る 。  

ま た 、 現 時 点 で 国 内 に お い て 製 品 化 さ れ て い る EV は 、 フ ォ ー ク リ フ ト 、 ト ー イ ン グ
ト ラ ク タ ー 及 び 連 絡 ⾞ な ど に 限 ら れ て い る 。 ⾞ 両 の 開 発 状 況 に 応 じ て 、 現 有 ⾞ 両 の
EV ・ F C V 化 を 促 進 す る こ と と す る 。  
 
２ ） イ ン フ ラ 施 設 整 備  

空 港 ⾞ 両 の E V ・ F C V の 導 ⼊ に 際 し て 充 電 設 備 や ⽔ 素 ス テ ー シ ョ ン 等 の イ ン フ ラ 施 設
の 整 備 が 必 要 不 可 ⽋ で あ る 。  

E V の 導 ⼊ 規 模 に よ り 、 イ ン フ ラ 施 設 の 規 模 も 変 化 す る た め 、 本 空 港 に お け る 空 港 ⾞
両 の 運 ⽤ に 対 す る 作 業 効 率 や 安 全 性 等 の 確 認 を ⾏ い な が ら 、 イ ン フ ラ 施 設 の 設 置 場 所
や 導 ⼊ 規 模 を 検 討 す る 。  

な お 、 E V 充 電 施 設 へ と 供 給 す る 電 源 は 、 再 エ ネ か ら 供 給 す る こ と が 望 ま し い 。 本 空
港 で は 、 再 エ ネ を 展 開 す る ⽤ 地 が あ る こ と か ら 、 充 電 設 備 の 計 画 は 、 太 陽 光 発 電 等 の
再 エ ネ 発 電 の 導 ⼊ 計 画 と 合 わ せ 、 必 要 な 電 ⼒ 量 、 電 源 確 保 に 必 要 な イ ン フ ラ 設 備 を 検
討 す る 。   
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③  実 施 計 画  
本 空 港 に お け る 空 港 ⾞ 両 の E V ・ F C V 化 は 、 国 が 保 有 す る ⾞ 両 を 除 き 、 現 時 点 で 取 組

を 推 進 す る 実 施 主 体 や 実 施 時 期 を 具 体 的 に 計 画 す る こ と が で き な い た め 、 今 後 、 協 議
会 を 通 じ て 取 り 組 む 内 容 を 以 下 に ⽰ す 。  
 

１ ） 国 の 所 有 す る ガ ソ リ ン 動 ⼒ ⾞ 両 の E V 化  
政 府 ⽅ 針 に 則 り 、 ⼤ 阪 航 空 局 ⼋ 尾 空 港 事 務 所 の 保 有 す る ⾞ 両 に つ い て は 、 適 宜 EV へ

の 更 新 を 進 め る 。 特 に 、 外 回 り や 移 動 ・ 点 検 に ⽤ い る ガ ソ リ ン 動 ⼒ の 連 絡 ⾞ 等 の ⼀ 般
⾞ 両 に つ い て 、 既 に E V の 販 売 も 進 ん で い る こ と か ら 、 優 先 的 に E V  化 を 進 め る 。  

な お 、 国 以 外 の 事 業 者 お い て も 、 国 と 同 様 に ガ ソ リ ン 動 ⼒ の 連 絡 ⾞ 等 の ⼀ 般 ⾞ 両 に
つ い て は 、 更 新 時 期 に EV  化 を 進 め る 。  
 
２ ） 導 ⼊ 可 能 な E V の 調 査 検 討  

E V の 導 ⼊ に あ た っ て は 、 充 電 サ イ ク ル 、 充 電 作 業 に か か る 時 間 、 作 業 性 な ど 空 港 運
⽤ へ の 影 響 の 確 認 や 、 ⾞ 両 運 ⾏ デ ー タ 等 の 検 証 ・ 分 析 を 通 じ て  E V  化 へ 向 け た ⾞ 両 管
理 や 充 電 環 境 の 整 備 、 空 港 の エ ネ ル ギ ー マ ネ ジ メ ン ト 等 の 課 題 を 把 握 す る 必 要 が あ る 。  

他 空 港 で 先 ⾏ し て い る 実 証 実 験 の 成 果 を 活 ⽤ す る と と も に 、 本 空 港 の 空 港 ⾞ 両 の 運
⽤ 状 況 を 踏 ま え 、 国 内 外 の 空 港 ⾞ 両 の E V ・ F CV の 製 品 化 さ れ て い る ⾞ 両 の 中 か ら 、 導
⼊ が 期 待 さ れ る ⾞ 両 に つ い て 検 討 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ て 実 証 実 験 の 実 施 を 検 討
す る 。  
 
３ ） E V 導 ⼊ に 向 け た 実 施 主 体 の 検 討  

わ が 国 の 空 港 で は 、 航 空 会 社 が ⾃ 社 の 運 航 便 を ⽀ え る 空 港 ⾞ 両 を 保 有 し 、 系 列 の グ
ラ ン ド ハ ン ド リ ン グ 会 社 が 空 港 ⾞ 両 を 運 ⽤ す る よ う な 形 態 が ⼀ 般 的 で あ っ た 。 し か
し 、 EV へ 転 換 す る た め に は 、 空 港 ⾞ 両 の み な ら ず 、 充 電 設 備 へ の 投 資 並 び に イ ン フ ラ
整 備 を 実 施 す る 主 体 の 確 保 が 課 題 と な る 。 

ま た 、 充 電 施 設 の 規 模 は 、 EV の 導 ⼊ 規 模 や 運 ⽤ ⽅ 法 と 合 わ せ て 計 画 す る 必 要 が あ
る 。 現 時 点 で は 事 業 性 も ⾒ 通 し に く い こ と も あ り 、 本 空 港 に お い て E V 化 を 促 進 す る
た め の 整 備 主 体 は 明 ら か に な っ て い な い 。  

そ の た め 、 E V の 導 ⼊ を 促 進 す る た め に も 、 充 電 施 設 の 整 備 主 体 の 検 討 を 引 き 続 き ⾏
う と と も に 、 EV 、 充 電 設 備 、 さ ら に は 再 エ ネ も 含 め た ⼀ 体 的 に サ ー ビ ス を 提 供 す る プ
ロ バ イ ダ ー の 参 加 に つ い て も 併 せ て 検 討 を 進 め る こ と と す る 。  
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（ 2 0 5 0 年 度 ま で の 取 組 ）  
①  取 り 組 み ⽅ 針 ・ 温 室 効 果 ガ ス 削 減 ⽬ 標  

2 0 5 0 年 度 に お い て は 、 航 空 会 社 に お け る 空 港 ⾞ 両 か ら の 温 室 効 果 ガ ス 削 減 ⽅ 針 な ど
が 定 ま っ て い る こ と 、 EV ・ F C V が 現 状 で は 未 開 発 ・ あ る い は 現 状 で は 開 発 中 で あ る
G S E ⾞ 両 な ど に つ い て も 実 ⽤ 化 が 進 ん で い る こ と が 想 定 さ れ る 。  

そ の た め 、 ⼀ 般 ⾞ 両 以 外 の G S E ⾞ 両 に つ い て も 、 E V ・ F CV 化 、 バ イ オ 燃 料 の 導 ⼊ 、
EV ス テ ー シ ョ ン や F CV ス テ ー シ ョ ン 等 の 施 設 整 備 を 進 め る こ と に よ り 、 空 港 ⾞ 両 か
ら の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を ０ と す る こ と を ⽬ 指 す 。 こ れ に よ り 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量
を 2 0 1 3 年 度 ⽐ で 7 9 . 4 ト ン / 年 、 削 減 す る 。  
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（2）バイオ燃料等の活⽤ 
①  取 り 組 み ⽅ 針  

空 港 ⾞ 両 の EV ・ F CV 化 に 並 ⾏ し 、 既 存 の デ ィ ー ゼ ル ・ ガ ソ リ ン ⾞ 両 等 か ら の 温 室
効 果 ガ ス 排 出 削 減 の た め の 暫 定 的 な 措 置 と し て 、 ま た 将 来 的 に EV ・ F CV 等 で 代 替 す
る こ と が 難 し い 空 港 ⾞ 両 か ら の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 の た め の ⼿ 段 と し て 、 バ イ オ 燃
料 等 の 活 ⽤ を 検 討 す る 。  
 

②  バ イ オ 燃 料 導 ⼊ の 基 本 的 な 考 え ⽅  
空 港 ⾞ 両 へ の バ イ オ 燃 料 の 使 ⽤ に つ い て は 、 ⾞ 両 へ の 不 具 合 、 燃 料 の 調 達 、 貯 蔵 ⽅

法 、 燃 料 コ ス ト 等 を 踏 ま え た 検 討 が 必 要 で あ る 。 ⾞ 両 に ⽤ い ら れ る バ イ オ 燃 料 は 、 主
に バ イ オ エ タ ノ ー ル （ ガ ソ リ ン の 代 替 燃 料 ） 、 バ イ オ デ ィ ー ゼ ル （ 軽 油 の 代 替 燃 料 ）
が 挙 げ ら れ る 。 バ イ オ エ タ ノ ー ル 、 バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 共 に バ イ オ マ ス 由 来 の 燃 料 で あ
り 、 そ れ ぞ れ 原 料 と な る 植 物 が ⽣ 育 す る 過 程 に お い て 温 室 効 果 ガ ス を 吸 収 す る こ と か
ら 、 燃 焼 過 程 で 放 出 さ れ る 温 室 効 果 ガ ス を 実 質 0 と み な す こ と が 可 能 と な っ て い る 。  

ま た 、 化 ⽯ 燃 料 と の 混 合 ⽐ 率 に よ り 種 類 （ B 1 0 ＝ バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 1 0 % 混 合 燃
料 、 B 1 0 0 = 同 1 0 0 % 使 ⽤ 、 等 ） が 分 け ら れ て い る 。  

国 内 の 空 港 で は 、 上 記 の う ち 「 B 1 0 0 燃 料 」 を ト ー イ ン グ ト ラ ク タ ー に 使 ⽤ す る 実
証 実 験 も 始 ま っ た と こ ろ で あ り 、 こ れ ら の 動 向 を 踏 ま え て バ イ オ 燃 料 の 導 ⼊ を 検 討 す
る こ と と す る 。  

 
③  実 施 計 画  

バ イ オ 燃 料 を 空 港 ⾞ 両 で 使 ⽤ す る に あ た っ て は 、 主 に G S E ⾞ 両 を 保 有 す る 航 空 会
社 の 意 向 、 ま た 地 域 か ら の 提 供 を 受 け る 場 合 は 、 地 域 で ⽣ 産 可 能 な バ イ オ 燃 料 に つ い
て 、 協 議 会 で 情 報 収 集 ・ 意 ⾒ 交 換 等 を し な が ら 検 討 を ⾏ う 。  
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3.3  再エネの導⼊促進に係る取組 
（1）太陽光発電の導⼊ 
（ 現 状 ）  

本 空 港 で は 、 ⼤ 阪 市 消 防 局 航 空 隊 が 空 港 内 に お い て 太 陽 光 発 電 を 導 ⼊ し 、 当 該 電 ⼒
を ⾃ 家 消 費 し て い る 。 そ の 他 、 空 港 内 に 5 . 4 h a 、 太 陽 光 発 電 の 導 ⼊ 可 能 性 が あ る ⽤ 地
が 存 在 す る 。  

2 0 1 3 年 度 及 び 現 状 （ 2 0 1 9 年 度 ） に お け る 本 空 港 全 体 の 年 間 電 ⼒ 消 費 量 は 、 約 1 0 6
万 k W h / 年 及 び 約 1 5 6 万 k W h / 年 で あ り 、 こ の う ち 現 状 は 1 . 4 万 k W h / 年 を 太 陽 光 発
電 に よ り 発 電 し た 電 ⼒ で 賄 っ て い る 。  

 
（ 2 0 3 0 年 度 ま で の 取 組 ）  

本 空 港 に お け る 電 ⼒ 需 要 に 対 応 す る た め に 、 太 陽 光 発 電 の 導 ⼊ 可 能 性 の あ る ⽤ 地
（ 5 . 4h a ） す べ て を 利 活 ⽤ で き た 場 合 で は 、 2 0 3 0 年 度 ま で に 太 陽 光 発 電 （ 1 . 6h a 、
1 . 0 M W ） 、 蓄 電 池 （ 0 . 2 万 k W h ） 及 び ⽔ 素 燃 料 電 池 （ 2 0 万 k W h ） を 導 ⼊ し 、 庁 舎 、
格 納 庫 等 に 電 ⼒ 供 給 す る こ と を ⽬ 標 と し た 。 太 陽 電 池 パ ネ ル は 空 港 内 の 未 利 ⽤ 地 （ 所 有
者 ： 国 ） 、 ⼤ 阪 航 空 局 ⼋ 尾 空 港 事 務 所 屋 上 （ 所 有 者 ： 国 ） 、 ア ジ ア 航 測 格 納 庫 屋 上 （ 所
有 者 ： ア ジ ア 航 測 ( 株 ) ） 、 朝 ⽇ 航 洋 ⻄ ⽇ 本 航 空 ⽀ 社 屋 上 （ 所 有 者 ： 朝 ⽇ 航 洋 ( 株 ) ） 、 中
⽇ 本 航 空 ⼋ 尾 ⽀ 店 屋 上 （ 所 有 者 ： 中 ⽇ 本 航 空 ( 株 ) ） 、 関 ⻄ ア ビ エ ー シ ョ ン 屋 上 （ 所 有
者 ： 関 ⻄ ア ビ エ ー シ ョ ン ( 株 ) ） 、 第 ⼀ 航 空 ⼋ 尾 事 業 本 部 屋 上 （ 所 有 者 ： 第 ⼀ 航 空
( 株 ) ） 、 ⼤ 阪 航 空 ⼋ 尾 本 社 屋 上 （ 所 有 者 ： ⼤ 阪 航 空 ( 株 ) ） 、 共 ⽴ 航 空 撮 影 関 ⻄ 事 業 所 屋
上 （ 所 有 者 ： 共 ⽴ 航 空 ( 株 ) ） 及 び 第 ⼀ 航 空 第 三 格 納 庫 屋 上 （ 所 有 者 ： 第 ⼀ 航 空 ( 株 ) ） の
設 置 を 計 画 し た 。  

な お 、 空 港 内 の 未 利 ⽤ 地 （ 0 . 7h a ） に つ い て は 、 整 備 主 体 が 国 以 外 の 組 織 と な っ た 場
合 は 、 国 有 財 産 法 の 特 例 に よ り 、 ⽤ 地 を 借 ⽤ し 、 実 施 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ⾏
政 財 産 貸 付 申 請 に 基 づ き 申 請 す る 必 要 が あ る 。  

こ れ に よ り 、 計 1 . 0M W の 太 陽 光 発 電 を 導 ⼊ し 、 空 港 建 築 施 設 の 省 エ ネ 化 等 で 変 動 し
た 2 0 3 0 年 度 の 空 港 全 体 の 年 間 電 ⼒ 消 費 量 約 1 1 0 万 k W h / 年 の う ち 1 3 0 万 k W h / 年
（ 再 エ ネ 化 率 1 1 8 . 3 ％ ） を 賄 い 、 2 0 3 0 年 度 ま で に 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 4 1 2 . 9 ト ン /
年 （ 電 気 使 ⽤ に よ る 2 0 1 3 年 度 排 出 量 ⽐ 及 び 現 状排 出 量 ⽐ そ れ ぞ れ 8 2 . 2 ％ 及 び
7 9 . 4 ％ ） 削 減 す る こ と が で き る 。  

⼀ ⽅ 、 太 陽 光 発 電 事 業 の 事 業 主 体 は 、 現 時 点 で 決 ま っ て い な い こ と か ら 、 事 業 の 実
施 時 期 の ⾒ 通 し も ⽴ っ て い な い 。 協 議 会 構 成 員 が 事 業 主 体 に な る ケ ー ス や 、 P P A 事 業
者 を 募 り 協 議 会 構 成 メ ン バ ー 等 が 資 本 参 加 す る ケ ー ス な ど は 、 今 後 導 ⼊ 前 の 詳 細 計 画 段
階 に お い て 検 討 を ⾏ う 。   
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3.4  航空機に係る取組 

（1）駐機中 
（ 現 状 ）  

本 空 港 に は 航 空 会 社 の 定 期 便 の 就 航 は な く 、 ⼩ 型 航 空 機 や ヘ リ コ プ タ ー の 利 ⽤ が 中
⼼ で あ る た め 、 駐 機 中 の 航 空 機 等 か ら の 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 は 、 他 の 定 期 便 が 運 航 し て
い る 空 港 と ⽐ 較 す る と 限 定 的 で あ る 。  

2 0 2 0 年 度 に は 、 第 ⼀ 航 空 に よ り バ ッ テ リ ー 式 GP U の ⼀ 部 導 ⼊ が ⾏ わ れ て い る 。  
 

（ 今 後 の 予 定 ）  
第 ⼀ 航 空 に よ る バ ッ テ リ ー 式 GP U の 導 ⼊ 事 例 を 踏 ま え 、 そ の 他 の 事 業 者 に お い て も

⾃ 社 機 の 運 航 へ の 適 ⽤ 性 と 、 導 ⼊ 効 果 を 検 討 す る 。  
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3.5  横断的な取組 

（1）エネルギーマネジメント 
（2 0 3 0 年 度 ま で の 取 組） 

2 0 3 0 年 度 ま で に 、 太 陽 光 発 電 （ 1 . 6h a 、 1 . 0 M W ） お よ び 蓄 電 池 設 備 （ 0 . 2 万 k W h ）
及 び ⽔ 素 燃 料 電 池 （ 2 0 万 k W h ） を 導 ⼊ し 、 庁 舎 、 格 納 庫 等 に 電 ⼒ 供 給 す る 計 画 と し た 。
ま た 、 太 陽 電 池 パ ネ ル は 空 港 内 1 3 箇 所 に 設 置 し 、 そ の 供 給 先 は 1 3 箇 所 と 計 画 し た 。  

整 備 主 体 と な っ た 組 織 は 、 空 港 全 体 の 電 ⼒ 需 給 を マ ネ ジ メ ン ト す る た め に エ ネ ル ギ ー
マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 導 ⼊ を 検 討 し 、 需 給 バ ラ ン ス 調 整 を ⽬ 指 す 。 な お 、 具 体 的 な 太
陽 電 池 パ ネ ル の 設 置 場 所 お よ び 供 給 先 は 、 今 後 の 詳 細 計 画 段 階 で 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

こ れ に よ り 、 2 0 3 0 年 度 ま で に 空 港 全 体 の 再 エ ネ 率 が 1 1 8 . 3 ％ 向 上 し 、 温 室 効 果 ガ ス
排 出 量 を 4 1 1 . 9 ト ン / 年 （ 電 気 使 ⽤ によ る 2 0 1 3 年 度 排 出 量 ⽐ 及 び 現 状 排 出 量 ⽐ そ れ ぞ
れ 8 2 . 2 ％ 及 び 7 9 . 4 ％ ） 削 減 す る こ と が で き る 。  

 
（ 2 0 5 0 年 度 ま で の 取 組 ）  

2 0 5 0 年 度 に 向 け た 取 り 組 み と し て は 、 空 港 全 体 の エ ネ ル ギ ー 需 給 バ ラ ン ス を 最 適 化
す る こ と に つ い て 、 以 下 の よ う な 観 点 を 参 考 に 、 各 種 施 策 の 導 ⼊ 効 果 の 検 討 や 実 証 実 験
を ⾏ い つ つ 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け た 施 策 の 導 ⼊ を 促 進 す る こ と と す る 。  
  個 々 の 施 設 で の B E M S に よ る エ ネ ル ギ ー の ⾒ え る 化 や 最 適 制 御 に よ る 省 エ ネ 化  
  再 エ ネ 発 電 を 実 施 す る 施 設 間 で の 電 ⼒ 供 給 バ ラ ン ス の 調 整 （ 設 置 場 所 毎 の 太 陽 電

池 パ ネ ル の 向 き や ⽇ 照 の 違 い に よ る 発 電 出 ⼒ の 変 化 を 踏 ま え る 等 ）  
  I o T を 活 ⽤ し た 需 要 設 備 の 出 ⼒ 調 整 や 発 電 設 備 や 蓄 電 池 の 出 ⼒ 制 御 に よ り 電 ⼒ 需

給 を 調 整 す る V P P の 導 ⼊  
  空 港 駐 ⾞ 場 を 利 ⽤ す る E V の 放 充 電 の ⼀ 括 管 理 に よ る V P P と し て の 活 ⽤  
  空 港 間 連 携 に よ る 電 ⼒ 需 給 バ ラ ン ス の 最 適 化  
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（2）地域連携・レジリエンス強化 
（ 現 状 ）  

本 空 港 近 傍 に は 、 ⼤ 阪 府 が 整 備 し た 「 中 部 広 域 防 災 拠 点 」 が 設 置 さ れ て お り 、 同 施
設 は 災 害 時 に は 災 害 救 援 物 資 の 備 蓄 や 災 害 救 援 活 動 、 救 援 物 資 の 搬 ⼊ 搬 出 な ど の ⽬ 的 で
使 ⽤ さ れ る ほ か 、 災 害 時 以 外 は レ ク リ エ ー シ ョ ン や 憩 い の 場 と し て 地 域 市 ⺠ に 開 放 さ れ
て い る 。 ま た 、 ⼋ 尾 市 が 策 定 す る ⼋ 尾 市 地 域 防 災 計 画 （ 令 和 4 年 ） に お い て 、 本 空 港 は
「 ⼤ 規 模 災 害 時 に お け る 広 域 的 な 緊 急 物 資 の 航 空 輸 送 拠 点 」 と 位 置 付 け ら れ て い る 。  

⼀ ⽅ 、 災 害 時 に お け る 本 空 港 と 外 部 機 関 と の 間 で 結 ば れ て い る 連 携 協 定 等 に つ い て
は 、 主 に 以 下 の ３ つ が 挙 げ ら れ る 。  

 
【 ⼤ 阪 航 空 局 ⼋ 尾 空 港 事 務 所 】  

○ ⼋ 尾 空 港 及 び そ の 周 辺 に お け る 消 ⽕ 救 難 活 動 に 関 す る 協 定  
○ ⼋ 尾 空 港 ⾨ 扉 及 び 付 帯 施 設 の 災 害 時 の 運 ⽤ 及 び 維 持 管 理 協 定  
○ 災 害 時 に お け る 応 急 ⾞ 輌 の ⼋ 尾 空 港 敷 地 内 道 路 の 通 ⾏ に 関 す る 覚 書  等  

 
ま た 、 本 空 港 で は 現 在 、 災 害 等 に 対 す る 対 応 と し て 、 ⾮ 常 ⽤ 発 電 機 が 配 備 さ れ て い

る 。 災 害 等 で 外 部 電 源 の 供 給 が 断 た れ た 場 合 に も 、 本 空 港 の ⼀ 部 施 設 は ⾮ 常 ⽤ 発 電 機 に
よ り ⼀ 定 時 間 の 電 ⼒ が 確 保 さ れ て い る が 、 地 域 へ 供 給 す る 電 ⼒ は 確 保 さ れ て い な い 。  

 
（ 空 港 周 辺 地 域 か ら の 要 望 ）  

C O 2 の 吸 収 源 確 保 を 意 図 し た 緑 化 の 推 進 を 期 待 す る 声 が 周 辺 ⾃ 治 体 よ り 挙 げ ら れ て
い る 。  
 
【 具 体 的 に 挙 げ ら れ て い た 周 辺 地 域 か ら の 要 望 等 】  
  緑 化 の 推 進 （ C O 2 吸 収 源 の 確 保 ）  

 
（ 今 後 の 取 組 ）  

空 港 と 地 域 の 連 携 ・ レ ジ リ エ ン ス の あ り ⽅ と し て 、 再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギ ー に よ り 「 空
港 で ⽣ 産 し た 電 ⼒ を 地 域 へ 供 給 す る ス キ ー ム の 検 討 」 が 考 え ら れ る 。  

地 域 へ の 電 ⼒ 供 給 に あ た っ て は 、 ⾃ 営 線 の 設 置 は コ ス ト ⾯ の 課 題 が ⼤ き い こ と か ら 、
施 設 ・ 設 備 の 整 備 状 況 に 応 じ て 、 ソ フ ト ⾯ も 含 め 出 来 る こ と か ら 段 階 的 に 検 討 し て い く
こ と と す る 。  
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【 空 港 周 辺 地 域 へ の 電 ⼒ 供 給 ス キ ー ム の 検 討 （ 例 ） 】  
①  空 港 内 設 備 を 活 ⽤ し た 充 電 サ ー ビ ス の 提 供  

空 港 の 周 辺 地 域 が 停 電 し て い る よ う な 場 合 に は 、 空 港 施 設 に お い て 、 太 陽 光 な ど
再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギ ー を ⽤ い て 発 電 し た 電 ⼒ を 、 充 電 サ ー ビ ス と し て 地 域 住 ⺠ 等 に
提 供 す る 。 ま た 、 こ の 災 害 時 等 に お け る 充 電 サ ー ビ ス の 内 容 に つ い て 、 広 く 周 知
す る 。  
 

②  空 港 E V 等 を ⽤ い た 電 ⼒ 供 給  
空 港 ⾞ 両 等 の EV 化 が あ る 程 度 進 ん だ 段 階 に お い て は 、 災 害 時 に 地 域 か ら の 要 請
に 基 づ き 、 避 難 所 等 へ の 電 ⼒ 供 給 が 必 要 な 場 所 へ EV 等 を 派 遣 し 、 ⾮ 常 ⽤ 電 源 設
備 と し て 電 気 の 供 給 サ ー ビ ス を 提 供 す る 。 ま た 、 災 害 時 に 、 こ の よ う な 取 り 組 み
を ス ム ー ズ に ⾏ う た め に 、 空 港 と 外 部 機 関 と の 間 で 協 定 書 を 結 ぶ こ と を 検 討 す
る 。  
 

③  空 港 周 辺 地 域 等 へ の 電 ⼒ 供 給  
空 港 に お い て 再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギ ー に よ り ⽣ 産 さ れ る 電 ⼒ が 空 港 で の ⾃ 家 消 費 を 上
回 る 場 合 に は 、 空 港 か ら 地 域 へ の 電 ⼒ 供 給 先 を 検 討 す る 。  

 
【 空 港 周 辺 地 域 か ら の 要 望 を 踏 ま え た 検 討 （ 例 ） 】  
①  空 港 ・ 周 辺 ⽤ 地 の 緑 化  

空 港 の 未 利 ⽤ 地 等 に つ い て は 再 エ ネ 設 備 の 導 ⼊ を 想 定 し て い る が 、 安 全 上 の 理 由
等 に よ り 設 置 で き な い よ う な 場 所 に つ い て は 緑 化 を 進 め る こ と に よ る 温 室 効 果 ガ
ス 吸 収 源 の 確 保 を 検 討 す る 。  
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（ 今 後 の 取 組 ）  

現 時 点 に お い て は 、 空 港 全 体 で の 通 勤 ア ク セ ス 交 通 ⼿ 段 の 転 換 策 の 実 施 は 予 定 さ れ
て い な い も の の 、 今 後 協 議 会 な ど に お い て 、 空 港 従 業 者 の ア ク セ ス に 関 し て 、 よ り 低 排
出 の 交 通 ⼿ 段 へ の 利 ⽤ 転 換 を 図 る よ う な 意 識 醸 成 の 働 き か け を ⾏ う 。  

ま た 、 空 港 ⾞ 両 の EV 化 ・ F C V 化 の 検 討 に 合 わ せ 、 空 港 従 業 者 等 の 通 勤 ⾞ 両 に お い て
も 利 ⽤ 可 能 な EV ⽤ の 充 電 設 備 等 の 設 置 を 検 討 し 、 通 勤 に お い て 乗 ⽤ ⾞ を 利 ⽤ す る 従 業
者 が 低 排 出 の EV 、 F C V を 利 ⽤ し や す い 環 境 整 備 を ⽬ 指 す こ と と す る 。  

 

 
注 ： 協 議 会 で 実 施 し た ア ン ケ ー ト に 基 づ く 。 少 数 点 以 下 の 端 数 に よ り グ ラ フ の 合 計 が 1 0 0 ％ と な ら
な い 場 合 が あ る 。  

図 3 . 6  空 港 内 従 業 員 の ア ク セ ス 分 担 率 （ 現 状 ）  

 

（2）吸収源対策 
（ 現 状 ）  

温 室 効 果 ガ ス 吸 収 源 に 関 し て 特 筆 す べ き 取 組 は 実 施 さ れ て い な い 。  
 

（ 今 後 の 取 組 ）  
空 港 周 辺 未 利 ⽤ 地 の う ち 、 太 陽 光 発 電 等 の 再 エ ネ 発 電 の 適 地 と な ら な い ⼟ 地 は 、 植

林 に 活 ⽤ す る 可 能 性 の あ る ⽤ 地 で あ る 。 植 林 や 再 造 林 を ⾏ う 場 合 に は 、 制 限 表 ⾯ へ の 抵
触 や 航 空 灯 ⽕ の 視 認 障 害 が 発 ⽣ し な い よ う 留 意 す る 。 吸 収 源 機 能 を 維 持 ・ 向 上 す る た め
に 、 植 栽 、 下 刈 、 間 伐 等 の 森 林 に 対 す る ⼈ 為 的 な 働 き か け を 継 続 的 に 実 施 す る 。 こ れ に
よ り 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 吸 収 す る 。  
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（3）⼯事・維持管理での取組 
（ 現 状 ）  

⼯ 事 ・ 維 持 管 理 に 関 し て 特 筆 す べ き 取 組 は 実 施 さ れ て い な い 。  
 

（ 今 後 の 取 組 ）  
空 港 の 整 備 に つ い て 、 I CT 施 ⼯ や 低 炭 素 の 材 料 及 び 建 設 機 械 を ⽤ い た 施 ⼯ を 実 施 す る 。

ま た 、 空 港 の 維 持 ⼯ 事 に お い て 、 維 持 管 理 の 効 率 化 に 取 り 組 む 。 こ れ に よ り 、 温 室 効 果
ガ ス 排 出 量 を 削 減 す る 。  
 

（4）クレジットの創出 
（ 現 状 ）  

ク レ ジ ッ ト に 関 し て 特 筆 す べ き 取 組 は 実 施 さ れ て い な い 。  

 
（ 今 後 の 取 組 ）  

太 陽 光 発 電 に よ り 空 港 で の ⾃ 家 消 費 を 上 回 る 余 剰 電 ⼒ が 想 定 さ れ る 場 合 に は 、 空 港
以 外 で の 脱 炭 素 化 促 進 に 貢 献 で き る よ う 、 ク レ ジ ッ ト の 創 出 を 検 討 す る 。  
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（5）意識醸成・啓発活動等 
空 港 脱 炭 素 化 に 向 け て は 、 協 議 会 構 成 員 を 含 む 空 港 関 係 者 全 体 が 脱 炭 素 化 の 意 義 や

⽬ 的 を 理 解 し 、 ⼀ 丸 と な っ て 取 り 組 ん で い く こ と が 必 要 と な る 。  
空 港 事 業 者 に 対 す る 意 識 醸 成 の 取 組 と し て は 、 空 港 脱 炭 素 化 推 進 協 議 会 を 定 期 的 に

開 催 し 、 毎 年 度 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 確 認 や 、 構 成 員 の ⽇ 常 的 な 省 エ ネ ・ 環 境 配 慮 ⾏
動 （ 電 ⼒ 等 エ ネ ル ギ ー 使 ⽤ 量 削 減 な ど ） の 取 り 組 み の 成 果 を 確 認 す る と と も に 、 2 0 5 0
年 度 の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 達 成 に 向 け た 課 題 を 共 有 し 、 さ ら な る 取 り 組 み を 積 極 的
に 進 め る こ と と す る 。  

空 港 利 ⽤ 者 に 対 し て も 、 空 港 に お け る 各 種 脱 炭 素 化 施 策 に つ い て 積 極 的 な 情 報 発 信
を ⾏ う と と も に 、 空 港 イ ベ ン ト 等 に お い て 環 境 学 習 の 場 を 提 供 す る 。  

ま た 、 環 境 認 証 制 度 を 活 ⽤ し た 環 境 認 証 の 取 得 、 空 港 の 環 境 情 報 の 発 信 や 環 境 学 習
の 場 の 提 供 、 さ ら に は 、 周 辺 ⾃ 治 体 や 他 空 港 と 連 携 し 、 温 室 効 果 ガ ス 削 減 施 策 に 努 め る 。  

 
  空 港 脱 炭 素 化 推 進 協 議 会 の 開 催  

空 港 脱 炭 素 化 推 進 計 画 の 進 捗 を 定 期 的 に 確 認 す る 。 省 エ ネ 、 再 エ ネ 、 空 港 ⾞ 両 の E V ・
F C V 化 な ど の 特 定 テ ー マ に つ い て ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ を 開 催 し 、 取 り 組 み を 推 し 進 め
る 。  

  空 港 カ ー ボ ン 認 証 （ A C A ： A i r p o r t  C a r b o n  A c c r e d i t a t i on ） の 活 ⽤  
空 港 に 特 化 さ れ た 国 際 的 な カ ー ボ ン 管 理 制 度 。 空 港 か ら 排 出 さ れ る C O 2 量 を 管 理 ・ 削 減
す る た め の 取 り 組 み を 評 価 ・ 認 証 す る も の で 、 2 0 0 9 年 に 国 際 空 港 評 議 会 A C I
（ A i r p o r t s  C o u n c i l  I n t e r n a t i o n a l ） に よ っ て 開 始 さ れ た 。 ⽇ 本 の 空 港 で は 、 関 ⻄ 、
伊 丹 、 神 ⼾ が 最 ⾼ ラ ン ク の レ ベ ル ４ 、 成 ⽥ が レ ベ ル 3 を 取 得 し て い る 。  

  空 港 の 環 境 情 報 の 発 信  

空 港 の 脱 炭 素 化 推 進 計 画 の 進 捗 状 況 を 公 表 、 空 港 関 係 者 や 利 ⽤ 者 が 脱 炭 素 の 取 り 組 み を リ
ア ル タ イ ム で 確 認 で き る よ う な 情 報 発 信 を ⾏ う 。  

  環 境 学 習 の 場 の 提 供  

空 港 環 境 に 関 す る セ ミ ナ ー 開 催 、 空 の ⽇ イ ベ ン ト に お け る 空 港 環 境 教 室 の 開 催 を 通 じ て 、
空 港 関 係 者 や 地 域 住 ⺠ の 教 育 の 場 を 提 供 す る 。  

  周 辺 ⾃ 治 体 や 他 空 港 と の 連 携  

2 0 5 0 年 度 の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 達 成 に 向 け 、 ⾃ ⾝ の 空 港 だ け で は 解 決 で き な い 課 題
等 に つ い て 、 周 辺 ⾃ 治 体 や 他 空 港 と 連 携 し た 取 り 組 み を 実 施 す る 。  

 






